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S 君 は 語る。 

明治 十五 年 —— たしか 五月 ごろの 事と 記憶して いる 

が、 その 当時 発行 の 有 喜 世 新聞 にこうい う 雑報が 掲載 

されて いた。 

京 橋 築地 の 土 佐 堀で はか 鲻が 多く 捕れる というので、 

ある 大工が 夜 網に 行く と、 すばらしい 大鲻が 網に か 

かった。 それ を 近所の 料理屋の 寿 美屋の 料理番が 七十 

五 銭で 買い取って、 あくる 朝す ぐに 包丁 を 入れる と、 



じょうぶくろ 

その 鲻の 腹の なかから 手紙の 状袋が 出た。 もちろん 

状袋 は 濡れて いたが 女文字で 〇 之 助 様、 ふでより とい 

うだけ は 明らかに 読まれた。 

つ .o- だね 

有 喜 世 新聞社で は 一 種の 艷 種と 見過して、 その 以上 

に 探訪の 歩 を 進めなかった らしく、 単に それだけの 事 

実 を 報道す るに とどまつ ていた。 鯉の 腹から 手紙の あ 

ら われた こと は シナの 古い 書物に も 記されて いる。 鲻 

の 腹から 状袋が 出ても、 さの み 不思議が るに も 当ら な 

いか も 知れない。 殊に その 当時 七十 五 銭で 買われる く 

らいの 大鲻 ならば、 なに を 呑んで いるか 判った もので 

はない。 記者 も そのつ もりで 書き流し、 読者 も そのつ 



日から 跛 足 を ひきながら 起きた。 しかし 彼女 はこ こ を 

立 去ろうと もしないで、 そのまま この 家に 居据 つてい 

る ことにな つた。 というの は、 彼女 は 帰るべき 家 を 持 

たない からであった。 

溝 口 医師の 家 は久住 弥太郎 という 旗本の 屋敷で、 か 

のむ すめ は その 用人 を 勤めて いた 箕部 五兵衛の 子で、 

その 名 をお 筆と いうので あると 自分の 口から 話した。 

幕府が 瓦解の 後、 久住 は無禄 移住 を 願い出て、 旧主 君 

にしたがって 駿府 (静 岡) へ 行った ので、 陪臣の 箕部 

もまた その 主君に したがって 駿府へ 移った が、 もとよ 

り無禄 というので あるから、 どの 人 もな にかの 職業 を 



「高 い 声で は 言われ ませ ん けれど、 どう もお 家賃が 高 

う ござんす からね え ご と、 車夫の 女房 はお 銀に ささや 

いた ことがある。 

陰気で いけない のか、 家賃が 高い のか、 いずれに し 

て も 隣 りの 貸家 は その後 もや はリ 塞がらなかった。 し 

かしこ の 時代に は ど - J にも 空 家が 多 か つたので、 たと 

い 小一 年ぐ らい は 塞がらず にいても、 誰も 化物 屋敷の 

悪い 噂 を 立てる 者 もなかつ たので ある。 友 之 助 もこの 

空 家で お 蝶に 逢って いた こと をお 銀 は あとで 知った。 

その 空 家が 眼の まえに 近づいた 時、 お 銀 は ひとつの 

黒い 影が 音 もな しに 表の 格子から 出て 来たの を 認めた。 



倒れて いた。 いよいよ 驚いて 表へ 飛び出して、 門の そ 

ばの 車夫の 家へ 龃け 込む と、 元吉は 丁度 居 合せた ので、 

すぐに 一 緒に 出て 来た。 

座敷の まんなかに 倒れて いるの は 上 林吉之 助で あつ 

た。 それば かりで なく、 矢 田 友 之 助が 台所に 倒れて い 

た。 友 之 助 は 水 を 飲もうと して 台所まで 這い 出して、 

そのまま 息が 絶えたら しい。 亭主の あとから 怖 一 J わ 視 

きに 来た 元吉の 女房 は、 ふだんの おしや ベリに 引き か 

えて、 驚いて 呆れて 声 も 出せなかった。 お 銀 は 夢の よ 

うな 心 持で 突っ立つ ていた。 

元吉の 注進 をき いて、 奥の 溝 口 家から も 皆 かけ 出し 



どうす る こと も 出来なかった。 彼女 はお 筆の 罠に か 

かって、 自分の ほんとうの 恋人 を 横取りされ たこと を 

さと 

覚 つた かも 知れない が、 今と なって は 恨み を 呑んで そ 

の 勝 鬨の声 を 聞く の ほかはなかった。 そのうちに 結婚 

の 日 は 眼の まえに 迫って 来る ので、 一種の 嫉妬と 悔恨 

とに 堪えかねて、 お 蝶 はわれと 我が 若い 命 を 縮める よ 

うにな つたら しい。 死後に 父の 医師が 検査す ると、 彼 

女 はもう 妊娠 三 力 月に なって いたので ある。 

お 蝶の 書 置 は 簡単な もので、 お 筆 ゃ吉之 助の 問題に 

は 何にも 触れて いなかつ たが、 その It ましい 最後 はお 

筆に 対して、 一種の 復謦 手段と なった。 お 蝶が とど こ 



の 生れた 家の なかで いろいろの 事件 を 仕出来して、 そ 

のま ま 生死 不明に なって しまったので、 まったく 不思 

議な 女です ご 

S 君の 話 はこれ で 終った。 

鰌の 腹から 状袋が 出た —— わたし は それに 一 種の 興 

味 を 感じて、 その 翌日 近所の 某氏 をたず ねた。 某氏の 

土蔵の 二階に は、 明治 初年の 古新聞が たくさんに 積み 

込んで ある こと を かねて 知ってい たからで ある。 有 喜 

世 新聞が あるかと 訊く と、 たしかに ある 害 だとい う。 

そこで だんだん 調べて みると、 果たして 明治 十五 年 五 



月 十八 日 (日曜日) の 有 喜 世 新聞 第 千 三百 十 号の 紙上 

に、 その 記事が 掲載され ていた。 その 頃の 雑報に は標 

題がない ので、 ぶつ 付けに こう 書いて あった。 

◎ 鯛 を 料理 鯉 を 割きて 宝物 や 書翰 を 得る は枠史 

やじょう かくし ここ いな 

野 乗の 核子 なれ ど茲に 築地の 土 佐 堀 は 小鲻の 多く 捕 

れる処 ゆ ゑ 一 昨夜 も 雨上りに 北 鞘 町の 大工 喜 三郎が 

築地 橋の 側の 処 にて 漁 上げた の は大鲻 にて 直ぐに 寿 

美屋の 料理番が 七十 五 銭に 買 求め 昨朝 庖丁した 処腹 

の 中から 〇 之 助 様 ふでより と 記した 上 封 じが 出た と 

いふが モウ 一 字 知れたら 艷 原稿の 続き ものに でもな 

りさうな 話。 



これで S 君の 話の 噓 でない ことが 証拠立てられた。 

それと 同時に、 かのお 筆と いう 女の ゆく 末が 知りた く 

なった が、 何分に も 今から 四十 年 以上の 昔の ことで あ 

るから、 その 筋の 本職の 人なら ば 知らず、 われわれ 素 

人に はとうて い 探索の 方法 を 見いだ し 得られそう もな 
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